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 要  旨 
 
織物の色を，経糸緯糸の反射率や組織の幾何構造から，精度良く表現すること
は難しい．多くの場合，反射率などの色材の性質に関してはKubelka-Munkの理論
を，組織の構造に関しては経糸緯糸の理論上の面積比を利用した複雑なモデルが
もちいられている． 
筆者らは，山崎勝弘著「混色と配色」の付録綾織物サンプルを測色する機会に
恵まれた．これは，先染めの化繊で織られたとても綺麗な綾織物であったため，
複数の測色方法を用いて測色し，データ集にまとめた．せっかくこのようなデー
タを得ることができたため，これを機に織物の色を推定するより簡単なモデルを
構築し，測色データをもちいて検証を試みることにした． 
織物の色を推定するモデルを構築するにあたっては，糸の反射率など色材の 
性質と，綾織りなど組織の構造上の性質の 2 つの要素を考慮する必要がある． 
一般に，織物の経糸緯糸の実際の面積比は，理論的な面積比とは一致しないこ 
とが知られている． 
そこで筆者らは，色材の性質に関しては Lambert-Beer の法則や，Kubelka-Munk
の理論を利用し表現し，組織の構造に関しては経糸緯糸が織物表面に表れる部分
のみかけの面積比を考慮することとした．こうして，モデルをいくつか構築し，
実際に綾織物サンプルに掲載されていた“1/3 の綾”，“2/2 の綾” ，“3/1 の綾”
の測色データにたいして適用してみた． 
その結果，反射率の誤差がせいぜい 1%程度，色差⊿Eab でも 2 程度となり，よ
り簡単なモデルで反射率を精度良く表現することができた．また，Kubelka-Munk
の理論に比べ，より簡単な Lambert-Beer の法則を利用したモデルで十分な精度を
保つことができることもわかった． 
しかし，調査を進めた結果，経糸緯糸が織物表面に表れる部分のみかけの面積
比として与えたパラメータが，面積比以外の要因にも依存する可能性が示された．
この結果により，パラメータに興味深い傾向をみることができた．これは，今後
モデルの改良をする上で，ひとつの参考になるだろう．これらのことについて本
稿で述べる． 
 
